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開催について 
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TEL0824-73-1159・FAX0824-72-3322 
 

庄原市企画振興部企画課 電話 0824-73-1128 

担当者：田部 

お問い合わせ 

新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤО）が管理法人を務め、内閣

府が実施する「戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第２期「自動

運転（システムとサービスの拡張）」（以下「ＳＩＰ自動運転」）」が主催する、

市民やモビリティの進化に向けた取り組みの主体となる地域の関係者による、

移動や暮らしの課題と自動運転等の新しい乗り物への期待などをテーマとし

た「対話イベント」が、次のとおり開催されます。 

 

■本市での「市民との対話イベント」の概要 

１．テーマ 

  豊かな暮らしを支える持続可能な移動に向けて 

～庄原市でのデータ活用の取り組みと、MaaSへの道すじ～ 

２．とき 

11月８日（火） 午後２時から４時 30分まで 

３．ところ 

桜花の郷 ラ・フォーレ庄原 

４．その他 

  詳しくは、別紙資料をご覧ください。 

 

三次記者クラブ会員 様 
 

http://www.city.shobara.hiroshima.jp/index.html
http://www.city.shobara.hiroshima.jp/government/seisaku/post-314.html
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本市での「ＳＩＰ自動運転・市民との対話イベント」の開催について 

 

１．概要 

新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤО）が管理法人を務め、内閣府が実施する戦略的   

イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第２期「自動運転（システムとサービスの拡張）」（以下   

「ＳＩＰ自動運転」という。）が主催する、市民やモビリティの進化に向けた取組の主体となる地域

の関係者による、移動や暮らしの課題と自動運転等の新しい乗り物への期待などをテーマとした

「対話イベント」が開催されます。 

 

■新エネルギー・産業技術総合開発機構（通称：ＮＥＤО）： 

エネルギー・環境分野と産業技術の一端を担う国立研究開発法人。非化石エネルギー、可燃性天然ガス及び

石炭に関する技術並びにエネルギー使用合理化のための技術並びに鉱工業の技術に関し、民間の能力を活用し

て行う 研究開発、民間において行われる研究開発の促進等により、経済及び産業の発展に資することを目的

とする。 

 

■戦略的イノベーション創造プログラム（通称：ＳＩＰ（エスアイピー））： 

総合科学技術・イノベーション会議が主宰して、府省の枠や旧来の分野を超えたマネジメントにより、科学

技術 イノベーション実現のために創設した国家プロジェクトであり、内閣府に設置され、政策統括官（科学

技術政策・イノベーション担当）が事務局を担っている。 

 

２．「ＳＩＰ自動運転」の概略 

戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第２期「自動運転（システムとサービスの拡張）」

とは、自動運転の実用化と普及拡大により、交通事故の低減や交通渋滞の緩和、地方部等における

高齢者等の交通制約者の移動手段の確保、物流・移動サービスの効率化といった社会課題解決をめ

ざす研究開発の取り組み。 

これまで社会的受容性の醸成に向け、自動運転に関する市民の理解向上を目的としたシンポジウ

ムや市民対話を継続的に開催されています。 

 

主な開催実績： 

年度 形態 実施場所 

平成 29 年度 シンポジウム 東京都江東区（東京モーターショー） 

シンポジウム 東京大学生産技術研究所 

平成 30 年度 シンポジウム 東京都江東区（東京国際交流館） 

市民ダイアログ 香川県小豆島 

シンポジウム 東京都江東区（TFT ホール） 

令和元年度 市民ダイアログ 長野県伊那市 

シンポジウム 東京都江東区（東京モーターショー） 

令和２年度 市民ダイアログ 群馬県前橋市 

地域自動運転サミット 全国各自治体（秋田県上小阿仁村、 

福井県永平寺町、沖縄県北谷町等） 

令和３年度 市民ダイアログ 神奈川県横浜市 

令和４年度 市民ダイアログ 栃木県 

  

 

 

令和４年 11 月４日 

報道機関提供資料 

企画振興部企画課 
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３．本市での「市民との対話イベント」の概要 

（１）目的 

自動運転の社会的受容性の醸成に向け、自動運転に関する市民の理解向上を目的とする。 

 

（２）テーマ 

  豊かな暮らしを支える持続可能な移動に向けて 

～庄原市でのデータ活用の取り組みと、MaaS への道すじ～ 

 

（３）日時等 

 日 時：令和４年 11 月８日（火） 午後２時から４時 30 分まで 

  場 所：桜花の郷 ラ・フォーレ庄原 

 

（４）日程等 

  基調講演 ：庄原商工会議所 本平正宏専務理事 

        呉工業高等専門学校 神田佑亮教授 

 グループディスカッション 

：自治振興区関係者、地元交通事業者、商工関係者、県立庄原格致高校生、 

県立広島大学生、庄原商工会議所、市職員ほか 15 名 

   

■参考ウェブサイト 

・SIP 自動運転 

https://www.sip-adus.go.jp/ 

  

・NEDO 

「広島県庄原市で移動の課題やモビリティの進化について語り合う「市民ダイアログ」の開催」 

https://www.nedo.go.jp/events/CD_100167.html 
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